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【目的】

当院では透析監視用コンソールの故障、修理状況を技術者から

の報告書で管理していた。しかし稼動台数が90台に至った現在、

機器の状況を把握するのは困難となった為、パーソナルコン

ピュータを利用した管理を試みたが、操作の複雑さ、入力手技

の煩雑さなどから誰でも簡便にとは言いがたいものであった。

そこで市販表計算ソフトExcelをアプリケーション用プログラム言

語Viｓual Basic for Applications （以下VBA）により自動

処理させる事で、低コストで簡便迅速なコンソールデータの管理

ソフトを作成した。



【方法】

市販表計算ソフトExcelをデータベースとして用い、コンソールの形

式、使用経過年数などの基礎データ、故障個所やオーバーホール

施行などの管理状況を蓄積、表示させる。その際、我々スタッフが

個々のコンソールを認識する上で、もっとも直感的に理解しやすい

透析室を上から見下ろす形での画面を独自に作成し、（図１）そこ

からデータの入力、閲覧の殆どを行なえるよう工夫した。特定項目

の抽出やグラフ化、印刷などもVBAで自動化して、ソフト操作に対

して特別な知識が必要としない、誰にでも扱える操作環境を実現

した。





現在そのベッドに配置

されたコンソール情報

を表示する

表1オーバーホールのチェック表



機器情報を全体と比較して見る場合や、品番で記録された修理報告書から入
力する際に、表示を切り替える。このような作業がクリック一つで瞬時に行える
のもVBAプログラミングの利点である。



入力画面





故障状況を管理する以外にも、

オーバーホールが定期的に行われているかのチェック（表１）

現在するコンソールの台数状況を、事務部門へ提出する書類の作

成（表２）

10年を迎える機器を予めピックアップして、来年の予算枠を確保し

ておく

などの利用方法を行っている。



【結果】

VBAによる自動処理は、入力時の手間やミスを極力減らし、内容

確認も簡便、迅速である。こうして誰でもコンソールの情報を閲覧

できる環境を整える事は、装置の状態把握を容易にし、管理意識

を高める上でも非常に有用であった。



【結語】

機器の保守管理には特別な専用ソフトに頼らずとも、市販ソフトで十分に対応

可能で、施設ごとに安易に改良出来る点も魅力である。またVBAに関しても２，

３の専門書の知識のみで、ほとんど思い通りの動作を実現できた。

現在では単にデータの迅速処理のみの活用方法であるが、さらに分析ソフトと

しての機能、例えばトラブルの周期を見つけて適切なオーバーホール間隔をサ

ポート側へ提案していく、また再現性のないためにサポートを依頼せず、今まで

記録に残っていなかったトラブルに関してのデータを集めて行く事で、故障の前

兆を掴む、など改良の余地も含めて今後透析部門の備品全体を管理するシス

テムを構想中である。


